
基本目標 Ⅳ 配偶者等からの暴力の根絶

施策の方針 ７ 配偶者等からの暴力の被害者の保護・支援 【越谷市ＤＶ対策基本

取り組みの方向 （１）啓発活動の推進

【数値目標が設定されている場合の達成度】
（※数値目標がない場合は、その達成度とした理由
　　が備考欄に記入されています）

　５（十分に達成できた）：目標値の100%以上
　４（概ね達成できた）：目標値の80％以上100％未満
　３（達成まで今一歩）：目標値の60％以上80％未満
　２（達成は不十分）：目標値の60％未満

【取り組みの成果（成果指標）】

デートＤＶ防止の啓発リーフレットを作成し、文教大学と県立大学の2校に各50部、また、成人式参加者全員（約3,100人）に配布した。

市民（特に若年者）にデートＤＶ防止のための意識啓発を図る。 デートＤＶ防止についての啓発資料を市内の大学に配布するととも
に、成人式の参加者に配布する。

手　　　　　　　　　段　男女共同参画の視点からの事業目的

事
業
名
デートＤＶ防止の啓発

【活動実績（活動指標）】

配布部数

枚3,200枚2,600

人権・男女共同参画推進課

0円

課　所
・

事業費

【実施内容】

<目標> <実績>

達成度 ５　（十分に達成できた） ４　（概ね達成できた）

20歳前後の若年層にデートＤＶ防止の意識啓発を図ることができた。

<目標> <実績>

達成度

A（順調に取り組んでいる）

特になし。 今後とも適切に事業を実施する。

課題解決に向けた対応

 事業の実施内容と成果

事業の評価

認識した課題

076

<H28実績＞ A

【取り組みの成果（成果指標）】

①11/24春日部東高校生（対象は3年生357人）、②12/21草加東高校生（対象は全学年929人）に対し、「デートＤＶ防止」をテーマにした
出前講座を実施した。

若年者にデートＤＶ防止のための意識啓発を図る。 男女共同参画支援センター等において、講座の開催、パネル展示等を
実施する。

手　　　　　　　　　段　男女共同参画の視点からの事業目的

事
業
名
デートＤＶ防止に関する講座等の実施

【活動実績（活動指標）】

実施事業数

回2回1

男女共同参画支援センター

0円

課　所
・

事業費

【実施内容】

<目標> <実績>

達成度 ５　（十分に達成できた） ５　（十分に達成できた）

「今日の授業を受けてデートDVとは身近に存在するのだということを感じ
ました。またデートＤＶは身体的暴力だけではなく精神的暴力もあることを
初めて知りました」「お互いが尊重し合え成長できる関係が大切なんだと
思いました」などの感想があった。

<目標> <実績>

達成度

身近な暴力に気づくためのデートＤＶに関する基礎知識と、デートＤＶ防止のためのお互いを尊
重し対等な関係をつくることの大切さについて伝え、意識啓発を図ることができた。A（順調に取り組んでいる）

特になし。 今後とも適切に事業を実施する。

課題解決に向けた対応

 事業の実施内容と成果

事業の評価

認識した課題

077

<H28実績＞ A

56



基本目標 Ⅳ 配偶者等からの暴力の根絶

施策の方針 ７ 配偶者等からの暴力の被害者の保護・支援 【越谷市ＤＶ対策基本

取り組みの方向 （１）啓発活動の推進

【数値目標が設定されている場合の達成度】
（※数値目標がない場合は、その達成度とした理由
　　が備考欄に記入されています）

　５（十分に達成できた）：目標値の100%以上
　４（概ね達成できた）：目標値の80％以上100％未満
　３（達成まで今一歩）：目標値の60％以上80％未満
　２（達成は不十分）：目標値の60％未満

【取り組みの成果（成果指標）】

満足度

2/24に「ほっと越谷」で、「ＤＶ被害と子どもへの影響～子どもたちの目線からＤＶはどう見えるのか～」というテーマでＤＶ被害者の置かれ
た状況や葛藤、子どもへの影響について考える講座を開催した。

市民にＤＶ防止の意識啓発を図る。 ＤＶ防止の意識啓発のための講演会または講座を開催する。

手　　　　　　　　　段　男女共同参画の視点からの事業目的

事
業
名
市民を対象とした講演等によるＤＶ防止の啓発

【活動実績（活動指標）】

参加率

％100％80

人権・男女課、男女センター

51,000円

課　所
・

事業費

【実施内容】

<目標> <実績>

達成度 ５　（十分に達成できた）

参加人数：63人（女性54人、男性9人）　募集人数：50人

５　（十分に達成できた）

「普段は聞くことができない話をきけた。」、「DVが子どもにどんな影響があ
るのか、どんな支援が必要かを考える機会となった。」などの感想があっ
た。

％87％80<目標> <実績>

達成度

A（順調に取り組んでいる）

特になし。 今後とも適切に事業を実施する。

課題解決に向けた対応

 事業の実施内容と成果

事業の評価

認識した課題

078

<H28実績＞ A

【取り組みの成果（成果指標）】

広報こしがや11月号及び男女共同参画支援センター情報誌「みてみてほっと越谷」に啓発記事を掲載した。

市民にＤＶ防止の意識啓発を図る。 ホームページにＤＶ防止に関する情報を掲載する。また「女性に対す
る暴力をなくす運動」の期間（11月12日～11月25日）に合わせて、広
報紙にＤＶ防止に関する記事を掲載する。

手　　　　　　　　　段　男女共同参画の視点からの事業目的

事
業
名
広報紙及びホームページによるＤＶ防止の啓発

【活動実績（活動指標）】

広報紙等への掲載回数

回2回2

人権・男女共同参画推進課

0円

課　所
・

事業費

【実施内容】

<目標> <実績>

達成度 ５　（十分に達成できた） ４　（概ね達成できた）

「広報こしがや」などにＤＶの防止啓発記事を掲載し、ホームページにＤＶ
に関するコラム記事やリーフレットなどを掲載することで、多くの市民にＤ
Ｖ防止の意識啓発を図ることができた。

<目標> <実績>

達成度

A（順調に取り組んでいる）

特になし。 今後とも適切に事業を実施する。

課題解決に向けた対応

 事業の実施内容と成果

事業の評価

認識した課題

079

<H28実績＞ A

57



基本目標 Ⅳ 配偶者等からの暴力の根絶

施策の方針 ７ 配偶者等からの暴力の被害者の保護・支援 【越谷市ＤＶ対策基本

取り組みの方向 （１）啓発活動の推進

【数値目標が設定されている場合の達成度】
（※数値目標がない場合は、その達成度とした理由
　　が備考欄に記入されています）

　５（十分に達成できた）：目標値の100%以上
　４（概ね達成できた）：目標値の80％以上100％未満
　３（達成まで今一歩）：目標値の60％以上80％未満
　２（達成は不十分）：目標値の60％未満

【取り組みの成果（成果指標）】

市役所ロビーで、11/13～11/21に「心に響かせるＤＶ根絶パネル」＆パープルリボンキルト展示を実施した。また、「ほっと越谷」において
も、同時期に同じパネル展を実施した。

市民にＤＶ防止の意識啓発を図る。 「女性に対する暴力をなくす運動」期間（11月12日～11月25日）に、
ＤＶ防止のためのパネル展示などを行う。

手　　　　　　　　　段　男女共同参画の視点からの事業目的

事
業
名
「女性に対する暴力をなくす運動」期間中の集中的な啓発

【活動実績（活動指標）】

実施事業数

回2回1

男女共同参画支援センター

20,000円

課　所
・

事業費

【実施内容】

<目標> <実績>

達成度 ５　（十分に達成できた） ５　（十分に達成できた）

展示パネルは、男女共同参画社会の実現に向けた活動を行う「特定非営
利活動法人男女平等参画推進みなと（ＧＥＭ）」より借用した。写真と添え
られたコメントに、明確なＤＶ防止メッセージのあるパネル展示により、市
民への意識啓発を図ることができた。

<目標> <実績>

達成度

市庁舎ロビーと「ほっと越谷」の2か所でパネル展を実施して、より多くの市民に対し「女性に対す
る暴力の根絶」について周知することができた。A（順調に取り組んでいる）

特になし。 今後とも適切に事業を実施する。

課題解決に向けた対応

 事業の実施内容と成果

事業の評価

認識した課題

080

<H28実績＞ A

【取り組みの成果（成果指標）】

13地区ごとに組織されている民生委員・児童委員協議会では、様々な研修を実施しており、H29年度は「ＤＶ」や「男女行動参画の推進」
等をテーマにした研修（勉強会）を5地区が実施した。また県が開催している研修に委員を派遣した。

民生委員・児童委員等にＤＶ被害者の早期発見及び二次的被害の防止
のための意識啓発を図る。

民生委員・児童委員等に対し、ＤＶに関する意識啓発及び理解促進の
ための情報提供を行う。

手　　　　　　　　　段　男女共同参画の視点からの事業目的

事
業
名
民生委員・児童委員等への意識啓発

【活動実績（活動指標）】

情報提供の実施回数

回8回7

福祉推進課

0円

課　所
・

事業費

【実施内容】

<目標> <実績>

達成度 ５　（十分に達成できた）

参加人数：196人（女性131人、男性65人）

５　（十分に達成できた）

「ＤＶ」・「男女共同参画の推進」に対する理解が深まり、民生委員・児童
委員による見守りや相談援助活動の充実につながった。

<目標> <実績>

達成度

A（順調に取り組んでいる）

地区ごとに意識的な温度差があるため、研修未実施の地区に対し研修の
実施を促し、すべての民生委員・児童委員の意識の向上を目指す必要が
ある。

県や市で開催する講演会等の情報提供を継続的に行っていく。また、各地
区民生員・児童委員協議会の会長が集まる会議で、ＤＶ防止の意識啓発
に関わる研修開催の依頼を行う。

課題解決に向けた対応

 事業の実施内容と成果

事業の評価

認識した課題

081

<H28実績＞ C

58



基本目標 Ⅳ 配偶者等からの暴力の根絶

施策の方針 ７ 配偶者等からの暴力の被害者の保護・支援 【越谷市ＤＶ対策基本

取り組みの方向 （１）啓発活動の推進

【数値目標が設定されている場合の達成度】
（※数値目標がない場合は、その達成度とした理由
　　が備考欄に記入されています）

　５（十分に達成できた）：目標値の100%以上
　４（概ね達成できた）：目標値の80％以上100％未満
　３（達成まで今一歩）：目標値の60％以上80％未満
　２（達成は不十分）：目標値の60％未満

【取り組みの成果（成果指標）】

理解度

倫理研修会の開催　4/6、7/19、7/21、9/15に実施　　参加者：221名（病院職員）
虐待対策研修会の開催　2/20　　参加者：71名（病院職員）

保健医療従事者への意識啓発を行い、ＤＶ・児童虐待の早期発見を促
す。

専門家による指導の実施や研修会の開催を行う。また、チラシ・パン
フレット等の配布により、意識啓発を行う。

手　　　　　　　　　段　男女共同参画の視点からの事業目的

事
業
名
ＤＶ・児童虐待発見のための保健医療従事者に対する意識啓発

【活動実績（活動指標）】

延べ受講者数

人292人－

市立病院庶務課

0円

課　所
・

事業費

【実施内容】

<目標> <実績>

達成度 ４　（概ね達成できた）

交代勤務の中、全体で292名の医療従事者が研修会に参加することがで
きた。

５　（十分に達成できた）

％80％80<目標> <実績>

達成度

A（順調に取り組んでいる）

外来や病棟での診療及び当日直等により、医師の参加は困難。また、看
護師についても交代勤務のため、開催日等について課題が残った。

研修資料を院内LANに掲載し周知するなど、参加しなかった者への情報提
供を行う。

課題解決に向けた対応

 事業の実施内容と成果

事業の評価

認識した課題

082

<H28実績＞ A

59



基本目標 Ⅳ 配偶者等からの暴力の根絶

施策の方針 ７ 配偶者等からの暴力の被害者の保護・支援 【越谷市ＤＶ対策基本

取り組みの方向 （２）相談体制の整備と被害者の安全確保

【数値目標が設定されている場合の達成度】
（※数値目標がない場合は、その達成度とした理由
　　が備考欄に記入されています）

　５（十分に達成できた）：目標値の100%以上
　４（概ね達成できた）：目標値の80％以上100％未満
　３（達成まで今一歩）：目標値の60％以上80％未満
　２（達成は不十分）：目標値の60％未満

【取り組みの成果（成果指標）】

市内の各施設において、越谷市女性・DV相談支援センター（配偶者暴力相談支援センター）の相談案内リーフレットや、ＤＶ相談窓口案
内カードを設置するとともに、ＤＶ防止及び相談窓口周知を目的としたポスターを掲示した。また、母子手帳配付の際、ＤＶ相談窓口案内
カードも併せて配付した。

市民にＤＶ相談窓口の周知を図る。 広報こしがやに相談窓口情報を掲載するほか、市内公共施設などに相
談窓口案内のカードやリーフレットを設置する。

手　　　　　　　　　段　男女共同参画の視点からの事業目的

事
業
名
ＤＶ相談窓口の周知

【活動実績（活動指標）】

人権・男女共同参画推進課

154,331円

課　所
・

事業費

【実施内容】

<目標> <実績>

達成度 ５　（十分に達成できた）

①相談案内リーフレット：市内公共施設、児童扶養手当の現況届受付会
場に設置　②窓口案内カード：市内公共施設、児童扶養手当の現況届
受付会場に設置、市立病院母子手帳とともに配布　③啓発と周知のポス
ター：市内公共施設、市内大学、市内商業施設、市内鉄道駅の女性用の
トイレに設置

４　（概ね達成できた）

加害者からの追及を考慮しつつ、効果的な周知を行うことができた。

<目標> <実績>

達成度

A（順調に取り組んでいる）

鉄道駅や商業施設などでは、ポスター掲示やカード設置を通年で行うこと
は難しい。

「女性に対する暴力をなくす運動」期間（11/12～11/25）などに、鉄道駅な
どにポスター掲示及びカード設置を依頼する。

課題解決に向けた対応

 事業の実施内容と成果

事業の評価

認識した課題

083

<H28実績＞ B

【取り組みの成果（成果指標）】

女性・ＤＶ相談支援センターにおいて専門の女性相談員による面接相談と電話相談を実施した。（女性相談にも対応）
〔面接・電話相談〕月～金：午前10～12時、午後1～4時
〔電話相談のみ〕　水、金：午後5時～8時

ＤＶ被害者からの相談を受けることで、ＤＶ被害者を精神的に支援す
る。

女性・ＤＶ相談支援センターの専門のカウンセラーが電話や面接によ
りＤＶ被害についての相談を受ける。

手　　　　　　　　　段　男女共同参画の視点からの事業目的

事
業
名
ＤＶ相談の実施

【活動実績（活動指標）】

相談件数（電話・面接）

件441件－

人権・男女共同参画推進課

－

課　所
・

事業費

【実施内容】

<目標> <実績>

達成度 ５　（十分に達成できた）

当初予定していた相談時間のとおり実施できた。

５　（十分に達成できた）

被害者からの相談を専門のカウンセラーが行うことにより、被害者の支援
を行うことができた。

<目標> <実績>

達成度

A（順調に取り組んでいる）

相談者がとりまく環境が複雑化していることにより複合的な要因が絡む相
談事案への対応が必要である。

支援に関わる制度や事業等の情報を理解し、関係機関との連携を一層強
化する。

課題解決に向けた対応

 事業の実施内容と成果

事業の評価

認識した課題

084

<H28実績＞ A

60



基本目標 Ⅳ 配偶者等からの暴力の根絶

施策の方針 ７ 配偶者等からの暴力の被害者の保護・支援 【越谷市ＤＶ対策基本

取り組みの方向 （２）相談体制の整備と被害者の安全確保

【数値目標が設定されている場合の達成度】
（※数値目標がない場合は、その達成度とした理由
　　が備考欄に記入されています）

　５（十分に達成できた）：目標値の100%以上
　４（概ね達成できた）：目標値の80％以上100％未満
　３（達成まで今一歩）：目標値の60％以上80％未満
　２（達成は不十分）：目標値の60％未満

【取り組みの成果（成果指標）】

「ほっと越谷」相談室において、毎月第4土曜日の午後2～4時に、女性弁護士による法律相談を実施した。（女性相談にも対応）

ＤＶ被害者からの相談を受けることで、ＤＶ被害者を支援する。 ＤＶ被害における法律上の相談を受ける。

手　　　　　　　　　段　男女共同参画の視点からの事業目的

事
業
名
ＤＶに関する法律相談の実施

【活動実績（活動指標）】

相談件数

件15件－

人権・男女共同参画推進課

－

課　所
・

事業費

【実施内容】

<目標> <実績>

達成度 ５　（十分に達成できた）

当初予定していた相談時間のとおり実施できた。

５　（十分に達成できた）

法律上の視点からアドバイスを行うことにより、ＤＶ被害者の支援を行うこと
ができた

<目標> <実績>

達成度

A（順調に取り組んでいる）

特になし。 今後とも適切に事業を実施する。

課題解決に向けた対応

 事業の実施内容と成果

事業の評価

認識した課題

085
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【取り組みの成果（成果指標）】

ＤＶ被害者を一時的に保護し、婦人相談センターへ避難させた。

ＤＶ被害者（女性）への支援を行う。※夫以外の家族から暴力を受
けている女性については、№33「女性の保護・支援」（P.31）で支援
を行います。

危険な状況にあるＤＶ被害者（女性）の保護を行う。

手　　　　　　　　　段　男女共同参画の視点からの事業目的

事
業
名
女性の緊急一時保護の実施

【活動実績（活動指標）】

保護件数

件3件－

子育て支援課

0円

課　所
・

事業費

【実施内容】

<目標> <実績>

達成度 ５　（十分に達成できた）

保護を行う体制を整えた。

５　（十分に達成できた）

ＤＶ被害者及び子どもの安全を確保することができた。

<目標> <実績>

達成度

A（順調に取り組んでいる）

特になし。 今後も適切な対処を行う。

課題解決に向けた対応

 事業の実施内容と成果

事業の評価

認識した課題

086
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基本目標 Ⅳ 配偶者等からの暴力の根絶

施策の方針 ７ 配偶者等からの暴力の被害者の保護・支援 【越谷市ＤＶ対策基本

取り組みの方向 （３）自立に向けた支援体制の充実

【数値目標が設定されている場合の達成度】
（※数値目標がない場合は、その達成度とした理由
　　が備考欄に記入されています）

　５（十分に達成できた）：目標値の100%以上
　４（概ね達成できた）：目標値の80％以上100％未満
　３（達成まで今一歩）：目標値の60％以上80％未満
　２（達成は不十分）：目標値の60％未満

【取り組みの成果（成果指標）】

住民基本台帳事務における支援措置申出書に基づき、加害者からの住民票の写しや戸籍の附票の写しの請求には応じない措置を行
い、被害者の精神的な負担の軽減を図り、ＤＶ被害者の自立支援を行った。

ＤＶ被害者に、自立のための支援を行う。 ＤＶ被害者の自立を図るため、加害者からの住所地探索を目的とした
住民票の写しや戸籍の附票の写しの請求に応じない措置を行う。

手　　　　　　　　　段　男女共同参画の視点からの事業目的

事
業
名
住民基本台帳事務における支援措置

【活動実績（活動指標）】

支援措置登録件数

件231件－

市民課

0円

課　所
・

事業費

【実施内容】

<目標> <実績>

達成度 ５　（十分に達成できた）

支援措置申出書の受理後、住民票の写しや戸籍の附票の写しの発行停
止処理を行い、庁内の関係部局へ情報連携し、関係市町村への通知を
適切に行った。

５　（十分に達成できた）

<目標> <実績>

達成度

市民課で受理した支援措置申出書に基づいた被害者情報を庁内で共有し、関係各課のシステ
ムとの連携を図ることで、被害者の居住地に係る情報を適切に管理することができた。A（順調に取り組んでいる）

近年、ＤＶ・ストーカー以外のケースが多く見受けられるようになり、内容が
多様化していることから、支援措置への理解度、柔軟な対応が求めれてい
る。また、担当者以外についても支援措置の重要性を理解することで、個
人情報の取扱について、より注意を払う必要がある。

研修の実施や、関係通知の回覧により情報を共有し、支援措置への理解を
深めていく。

課題解決に向けた対応

 事業の実施内容と成果

事業の評価

認識した課題

087
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【取り組みの成果（成果指標）】

ＤＶ被害者からの相談があった場合は国民年金関係の手続きに関する情報提供を行い、年金事務所へ案内した。

ＤＶ被害者に、自立のための支援を行う。 ＤＶ被害者の自立の過程で、必要な場合には国民年金制度に関する情
報提供を行う。

手　　　　　　　　　段　男女共同参画の視点からの事業目的

事
業
名
国民年金制度に関する情報提供

【活動実績（活動指標）】

情報提供件数

件7件－

市民課

0円

課　所
・

事業費

【実施内容】

<目標> <実績>

達成度 ５　（十分に達成できた）

DV被害者の特例として、配偶者の所得を審査の対象としない国民年金
保険料の特例免除や、加害者へ被害者の情報が伝わらないよう基礎年
金番号の変更や避難先住所地への送付先変更手続きについて説明し、
年金事務所へ案内した。

５　（十分に達成できた）

ＤＶ被害者に対する国民年金制度の情報提供を継続することにより、自
立支援に寄与できた。

<目標> <実績>

達成度

A（順調に取り組んでいる）

特になし。 今後も適切に実施していく。

課題解決に向けた対応

 事業の実施内容と成果

事業の評価

認識した課題

088
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基本目標 Ⅳ 配偶者等からの暴力の根絶

施策の方針 ７ 配偶者等からの暴力の被害者の保護・支援 【越谷市ＤＶ対策基本

取り組みの方向 （３）自立に向けた支援体制の充実

【数値目標が設定されている場合の達成度】
（※数値目標がない場合は、その達成度とした理由
　　が備考欄に記入されています）

　５（十分に達成できた）：目標値の100%以上
　４（概ね達成できた）：目標値の80％以上100％未満
　３（達成まで今一歩）：目標値の60％以上80％未満
　２（達成は不十分）：目標値の60％未満

【取り組みの成果（成果指標）】

DV被害者の自立過程において、生活保護制度による必要な支援を行った。

ＤＶ被害者に対し、自立のための支援を行う。 ＤＶ被害者の自立の過程で、必要な場合には生活保護制度による支援
を行う。

手　　　　　　　　　段　男女共同参画の視点からの事業目的

事
業
名
生活保護制度による支援

【活動実績（活動指標）】

生活保護適用件数

件7件－

生活福祉課

－

課　所
・

事業費

【実施内容】

<目標> <実績>

達成度 ５　（十分に達成できた）

DV被害者に対して、生活費、居宅確保に必要な費用等の経済的支援を
行った。

５　（十分に達成できた）

DV被害者に対して、生活費、居宅確保に必要な費用等の経済的支援を
行うことで自立を促すことができた。

<目標> <実績>

達成度

DV被害者の抱える経済的問題に対して、個々に応じた必要な支援を行うことができた。A（順調に取り組んでいる）

DV被害者の抱える問題の主訴を把握し、必要な支援を行えるようにする。 DV被害者の自立促進のため、ニーズを把握し、生活保護制度で経済的な
安定を支援しつつ他機関と連携を図る。

課題解決に向けた対応

 事業の実施内容と成果

事業の評価

認識した課題

089
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【取り組みの成果（成果指標）】

平成29年度に事案はなかったが、発生した場合は、ＤＶ被害を受ける障がい者の状況に応じて、障がい者福祉制度による支援を整備し
た。また、障がい福祉の相談だけでなく、総合的な支援が必要な場合は、他課と連携し、障がい福祉制度による支援を行う。

障がいを持つＤＶ被害者に自立のための支援を行う。 ＤＶ被害者の自立の過程で、必要な場合には障害福祉サービスを利用
し支援を行う。

手　　　　　　　　　段　男女共同参画の視点からの事業目的

事
業
名
障がい者福祉制度による支援

【活動実績（活動指標）】

支援件数

件0件－

障害福祉課

－

課　所
・

事業費

【実施内容】

<目標> <実績>

達成度 ５　（十分に達成できた）

障がいのあるＤＶ被害者の自立のための支援では、障害者相談支援事
業所等や関係各課との連携を行い、随時適切な制度を利用できるよう支
援している。平成29年度は、ＤＶによる障害者の相談件数はなかった。な
お、虐待等の相談は16件あった。

５　（十分に達成できた）

発生した場合に備え、ＤＶ被害のための適切な支援ができるよう、他課と
の連携を整えた。

<目標> <実績>

達成度

事案が発生した場合に備え、ＤＶを受けた障がい者に対し、障がい福祉制度の相談を行うほか、
必要に応じて他課と連携した体制を整えるなど、必要な支援体制を整備した。A（順調に取り組んでいる）

特になし。 今後とも事業を適切に実施する。

課題解決に向けた対応

 事業の実施内容と成果

事業の評価

認識した課題

090
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基本目標 Ⅳ 配偶者等からの暴力の根絶

施策の方針 ７ 配偶者等からの暴力の被害者の保護・支援 【越谷市ＤＶ対策基本

取り組みの方向 （３）自立に向けた支援体制の充実

【数値目標が設定されている場合の達成度】
（※数値目標がない場合は、その達成度とした理由
　　が備考欄に記入されています）

　５（十分に達成できた）：目標値の100%以上
　４（概ね達成できた）：目標値の80％以上100％未満
　３（達成まで今一歩）：目標値の60％以上80％未満
　２（達成は不十分）：目標値の60％未満

【取り組みの成果（成果指標）】

ＤＶを受けたと思われる高齢者を発見した場合、関係機関からの情報収集及び協力を得て、事実確認をする。緊急性の判断を行い、養
護者との分離等が必要な場合は、一時的に保護のための措置を行う。

高齢のＤＶ被害者に、自立のための支援を行う。 一時的に特別養護老人ホーム等の施設において、生活支援短期宿泊事
業を実施するほか、やむを得ない事由(虐待等)のある高齢者を保護す
る。

手　　　　　　　　　段　男女共同参画の視点からの事業目的

事
業
名
高齢の被害者への支援

【活動実績（活動指標）】

支援件数

件0件－

地域包括ケア推進課

－

課　所
・

事業費

【実施内容】

<目標> <実績>

達成度 ５　（十分に達成できた）

ＤＶを受けたと思われる高齢者を発見した場合、生命又は身体に重大な
危険が生じるおそれがあると認められる高齢者を、一時的に特別養護老
人ホーム等へ措置等をする体制を整えている。平成29年度は、ＤＶによる
高齢者の相談件数2件。一時的な保護に至るケースはなかった。

５　（十分に達成できた）

高齢者のＤＶ被害者に対応できるよう支援体制を整えている。

<目標> <実績>

達成度

地域包括総合支援センターでは、権利擁護業務として、ＤＶなどの相談等を受けた場合は、訪問
等により実態把握を行い、必要に応じて高齢者やその家族の支援を行っている。A（順調に取り組んでいる）

通報を受けた場合、速やかに事実確認を行える体制を維持する。 通報を受けた場合、速やかに事実確認及び生命の安全確保を行う必要が
あるため、関係機関と連携し対応する。

課題解決に向けた対応

 事業の実施内容と成果

事業の評価

認識した課題

091
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【取り組みの成果（成果指標）】

ＤＶ被害者へ国民健康保険の加入受付および、被保険者証の交付を行った。

ＤＶ被害者に、自立のための支援を行う。 ＤＶ被害者の自立の過程で、健康保険の加入状況により必要な場合に
は国民健康保険への加入について支援を行う。また、埼玉県後期高齢
者医療広域連合と連携を図り、後期高齢者医療制度への加入について
支援を行う。

手　　　　　　　　　段　男女共同参画の視点からの事業目的

事
業
名
国民健康保険等への加入相談

【活動実績（活動指標）】

国民健康保険等への加入件数

件17件－

国民健康保険課

0円

課　所
・

事業費

【実施内容】

<目標> <実績>

達成度 ５　（十分に達成できた）

7世帯17人の国民健康保険加入の受付を行った。後期高齢者医療の加
入相談は0件。

５　（十分に達成できた）

ＤＶ被害者からの相談を受けて、適切に国民健康保険に加入させ、支援
を行うことができた。

<目標> <実績>

達成度

A（順調に取り組んでいる）

特になし。 今後も適切に対応していく。

課題解決に向けた対応

 事業の実施内容と成果

事業の評価

認識した課題

092
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基本目標 Ⅳ 配偶者等からの暴力の根絶

施策の方針 ７ 配偶者等からの暴力の被害者の保護・支援 【越谷市ＤＶ対策基本

取り組みの方向 （３）自立に向けた支援体制の充実

【数値目標が設定されている場合の達成度】
（※数値目標がない場合は、その達成度とした理由
　　が備考欄に記入されています）

　５（十分に達成できた）：目標値の100%以上
　４（概ね達成できた）：目標値の80％以上100％未満
　３（達成まで今一歩）：目標値の60％以上80％未満
　２（達成は不十分）：目標値の60％未満

【取り組みの成果（成果指標）】

ＤＶ被害者への相談、並びに同伴乳幼児等に対して予防接種、健康診査等を実施する。

ＤＶ被害者に、自立のための支援を行う。 ＤＶ被害者の自立の過程で、必要な場合には、本人及び同伴の乳幼児
等の予防接種・健診等を行う。

手　　　　　　　　　段　男女共同参画の視点からの事業目的

事
業
名
予防接種・健診等における配慮

【活動実績（活動指標）】

実施件数

件15件－

市民健康課

－

課　所
・

事業費

【実施内容】

<目標> <実績>

達成度 ５　（十分に達成できた）

乳幼児を連れての避難を余儀なくされることから、予防接種・健康診査の
両方を支援することが多い。また、電話相談等も実施した。

５　（十分に達成できた）

複雑な環境にいる場合もあることから、子育て支援課や、人権・男女共同
参画推進課と連携を図りながら対応した。

件件<目標> <実績>

達成度

円滑に健診や予防接種をできるように支援していく。A（順調に取り組んでいる）

特になし。 今後も適切に事業を実施する。

課題解決に向けた対応

 事業の実施内容と成果

事業の評価

認識した課題

093
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【取り組みの成果（成果指標）】

ＤＶ被害者の就労支援等のため、児童の保育所入所を配慮することで、自立支援に寄与することができた。

ＤＶ被害者に、自立のための支援を行う。 ＤＶ被害者の自立の過程で、必要な場合には同伴児童の保育所入退所
時の配慮を行う。

手　　　　　　　　　段　男女共同参画の視点からの事業目的

事
業
名
保育所入退所時の支援

【活動実績（活動指標）】

配慮した件数

件3件－

子ども育成課

0円

課　所
・

事業費

【実施内容】

<目標> <実績>

達成度 ５　（十分に達成できた）

保育所入所に際して、相談、入所指導等を適切に実施することができ
た。

５　（十分に達成できた）

ＤＶ被害者の同伴児童が保育所へ入所する際に相談及び入所への配慮
を行う体制を整えることで、当事者の自立支援に寄与できた。

件件<目標> <実績>

達成度

ＤＶ被害者の同伴児童が保育所へ入所することで、当事者の自立支援につなげることができた。A（順調に取り組んでいる）

特になし。 引き続き適正な支援に努める。

課題解決に向けた対応

 事業の実施内容と成果

事業の評価

認識した課題

094

<H28実績＞ A
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基本目標 Ⅳ 配偶者等からの暴力の根絶

施策の方針 ７ 配偶者等からの暴力の被害者の保護・支援 【越谷市ＤＶ対策基本

取り組みの方向 （３）自立に向けた支援体制の充実

【数値目標が設定されている場合の達成度】
（※数値目標がない場合は、その達成度とした理由
　　が備考欄に記入されています）

　５（十分に達成できた）：目標値の100%以上
　４（概ね達成できた）：目標値の80％以上100％未満
　３（達成まで今一歩）：目標値の60％以上80％未満
　２（達成は不十分）：目標値の60％未満

【取り組みの成果（成果指標）】

DV被害者等の就労支援のため、市内に住民票がない場合でも、学童保育室への申請手続きを行うことができる。

ＤＶ被害者に、自立のための支援を行う。 ＤＶ被害者の自立の過程で、必要な場合には同伴児童の学童保育室入
退所時の配慮を行う。

手　　　　　　　　　段　男女共同参画の視点からの事業目的

事
業
名
学童保育室入退所時の配慮

【活動実績（活動指標）】

配慮した件数

件12件－

青少年課

0円

課　所
・

事業費

【実施内容】

<目標> <実績>

達成度 ５　（十分に達成できた）

学童保育室入室に際して、必要に応じて関連機関との連携を図るととも
に、学童保育室の申請手続き等に一定の配慮を行う。

５　（十分に達成できた）

ＤＶ被害者の同伴児童が学童保育室へ入室する際に相談及び配慮をす
ることで、自立に向けた活動や就労に安心して取り組めることへ繋がる。

<目標> <実績>

達成度

A（順調に取り組んでいる）

特になし。 今後も適正な支援を行う。

課題解決に向けた対応

 事業の実施内容と成果

事業の評価

認識した課題

095

<H28実績＞ A

【取り組みの成果（成果指標）】

他市町村教育委員会をはじめ関係機関と連携を図り、ＤＶ被害者への配慮と児童生徒への就学機会の確保、支援を行った。

ＤＶ被害者に、自立のための支援を行う。 ＤＶ被害者の自立の過程において、相談による正確な情報を把握し、
危機回避に十分配慮しながら、同伴の児童生徒の就学について支援を
行う。

手　　　　　　　　　段　男女共同参画の視点からの事業目的

事
業
名
就学における支援

【活動実績（活動指標）】

相談・支援の件数

件27件－

学務課

0円

課　所
・

事業費

【実施内容】

<目標> <実績>

達成度 ５　（十分に達成できた）

教育委員会と各小中学校が連携し、児童生徒に対し安心して通学ができ
る環境づくりができた。

５　（十分に達成できた）

教育委員会及び各小中学校が、児童生徒への就学機会を確保するとい
う共通理解・共通認識の下、迅速にその対応を図り、学びの場を提供す
ることができた。

<目標> <実績>

達成度

児童生徒の就学機会の確保を図るためには、教育委員会や各小中学校のみならず、関係する
様々な機関と連携を図っていく必要がある。今後においても、当該事業を円滑に推進していくた
め、関係機関との連携を深めるとともに情報の共有化に努めていく。

A（順調に取り組んでいる）

各学校において、ＤＶ事案に対する対応方法にも差異が生じていることか
ら、その対応方法を統一的に取り組む必要がある。

市内小中学校の学事事務担当者研修会において、引き続き研修会を実施
するとともに、事例に基づいた対応方法についても研修を進めていく。

課題解決に向けた対応

 事業の実施内容と成果

事業の評価

認識した課題

096

<H28実績＞ A
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基本目標 Ⅳ 配偶者等からの暴力の根絶

施策の方針 ７ 配偶者等からの暴力の被害者の保護・支援 【越谷市ＤＶ対策基本

取り組みの方向 （３）自立に向けた支援体制の充実

【数値目標が設定されている場合の達成度】
（※数値目標がない場合は、その達成度とした理由
　　が備考欄に記入されています）

　５（十分に達成できた）：目標値の100%以上
　４（概ね達成できた）：目標値の80％以上100％未満
　３（達成まで今一歩）：目標値の60％以上80％未満
　２（達成は不十分）：目標値の60％未満

【取り組みの成果（成果指標）】

相談者の状況に応じて、必要なときに、関係機関への同行支援を行う。

ＤＶ被害者に、自立のための支援を行う。 ＤＶ被害者が各種手続きを行うための窓口や裁判所等へ行く場合の同
行支援を行う。

手　　　　　　　　　段　男女共同参画の視点からの事業目的

事
業
名
ＤＶ相談による関係機関等への同行支援

【活動実績（活動指標）】

同行支援件数

件21件－

人権・男女共同参画推進課

－

課　所
・

事業費

【実施内容】

<目標> <実績>

達成度 ５　（十分に達成できた）

同行先：年金事務所、家庭裁判所、警察署など

４　（概ね達成できた）

相談者の状況に応じて、支援者の人数や安全性の確保についての検討
を行い、適切な同行支援が行えた。

<目標> <実績>

達成度

A（順調に取り組んでいる）

相談者の状況に応じて、安全性の確保は必須である。 支援者の人数を増やすとともに、関係機関との連携を強化する。

課題解決に向けた対応

 事業の実施内容と成果

事業の評価

認識した課題

097

<H28実績＞ A

【取り組みの成果（成果指標）】

母子家庭の母及び父子家庭の父並びに寡婦の方に対して、必要な資金を貸付けることにより、経済的な支援を図った。

母子家庭の母及び父子家庭の父並びに寡婦の方の経済的自立や、扶養
している子どもの福祉増進のために必要な資金を貸付ける。

ＤＶ被害を受けた母子家庭等に対しても、福祉資金の貸付を行う。

手　　　　　　　　　段　男女共同参画の視点からの事業目的

事
業
名
母子家庭等の生活支援

【活動実績（活動指標）】

貸付件数

件21件－

子育て支援課

14,083,770円

課　所
・

事業費

【実施内容】

<目標> <実績>

達成度 ５　（十分に達成できた）

母子家庭の母等に対し、福祉資金を貸し付けた。（ＤＶ被害者なし）

５　（十分に達成できた）

必要な資金を貸付けることで、経済的に支援をすることができた。

<目標> <実績>

達成度

A（順調に取り組んでいる）

特になし。 今後も適切に事業を実施する。

課題解決に向けた対応

 事業の実施内容と成果

事業の評価

認識した課題

098

<H28実績＞ A
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基本目標 Ⅳ 配偶者等からの暴力の根絶

施策の方針 ７ 配偶者等からの暴力の被害者の保護・支援 【越谷市ＤＶ対策基本

取り組みの方向 （４）職務関係者の資質向上

【数値目標が設定されている場合の達成度】
（※数値目標がない場合は、その達成度とした理由
　　が備考欄に記入されています）

　５（十分に達成できた）：目標値の100%以上
　４（概ね達成できた）：目標値の80％以上100％未満
　３（達成まで今一歩）：目標値の60％以上80％未満
　２（達成は不十分）：目標値の60％未満

【取り組みの成果（成果指標）】

職務関係者研修の理解度

①4/4　新採用職員研修「ＤＶ被害者の支援について」、②5/9　監督職員（主幹級）研修「ＤＶ被害者支援について」、③11/1ＤＶ・ハラス
メント研修「ＤＶの被害者支援について」（管理職員対象）④5/23、24　ＤＶ被害者支援に関する職務関係者研修会

市の職員に、ＤＶ被害者への二次的被害防止のための意識啓発及び知
識習得を図る。

ＤＶ被害者への二次的被害防止のため、全職員を対象に階層別（新採
用職員、新任係長職員、管理職員）研修を行うとともに、職務関係者
を対象とした研修を行う。

手　　　　　　　　　段　男女共同参画の視点からの事業目的

事
業
名
二次的被害防止のための職員研修の実施

【活動実績（活動指標）】

職務関係者研修の受講者数

人25人－

人権・男女共同参画推進課

34,000円

課　所
・

事業費

【実施内容】

<目標> <実績>

達成度 ５　（十分に達成できた）

人事異動によりＤＶ被害者支援に携わる業務を行うことになった職員のほ
ぼ全員が参加した。
内訳：女性15人、男性10人

４　（概ね達成できた）

％88％90<目標> <実績>

達成度

A（順調に取り組んでいる）

特になし。 今後とも適切に事業を実施する。

課題解決に向けた対応

 事業の実施内容と成果

事業の評価

認識した課題

099

<H28実績＞ A

【取り組みの成果（成果指標）】

12/19 県から派遣されたコーディネーターのもと、相談事例における対応研修を行った。

ＤＶ相談を行う相談員の資質向上を図り、相談体制を充実させる。 相談員の資質向上のための講座等を開催する。

手　　　　　　　　　段　男女共同参画の視点からの事業目的

事
業
名
相談員の資質向上のための講座等の開催

【活動実績（活動指標）】

開催回数

回2回2

人権・男女共同参画推進課

－

課　所
・

事業費

【実施内容】

<目標> <実績>

達成度 ５　（十分に達成できた）

事例検討や今後の課題についての意見交換などを行った。

４　（概ね達成できた）

相談員が必要なスキルを磨くことで、被害者支援の質的な向上につなげ
ることができた。

<目標> <実績>

達成度

A（順調に取り組んでいる）

特になし。 今後とも適切に事業を実施する。

課題解決に向けた対応

 事業の実施内容と成果

事業の評価

認識した課題

100

<H28実績＞ A
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基本目標 Ⅳ 配偶者等からの暴力の根絶

施策の方針 ７ 配偶者等からの暴力の被害者の保護・支援 【越谷市ＤＶ対策基本

取り組みの方向 （４）職務関係者の資質向上

【数値目標が設定されている場合の達成度】
（※数値目標がない場合は、その達成度とした理由
　　が備考欄に記入されています）

　５（十分に達成できた）：目標値の100%以上
　４（概ね達成できた）：目標値の80％以上100％未満
　３（達成まで今一歩）：目標値の60％以上80％未満
　２（達成は不十分）：目標値の60％未満

【取り組みの成果（成果指標）】

受講者数

県主催のＤＶ被害者支援に関する研修を受講した。（５月～６月）

ＤＶ被害者支援に携わるケースワーカーに、ＤＶ被害者への二次的被
害防止及び資質向上のための意識啓発並びに知識習得を図る。

県主催のＤＶ被害者支援に関する研修を受講する。

手　　　　　　　　　段　男女共同参画の視点からの事業目的

事
業
名
県主催のＤＶ被害者支援研修の受講

【活動実績（活動指標）】

受講回数

回1回1

子育て支援課

0円

課　所
・

事業費

【実施内容】

<目標> <実績>

達成度 ５　（十分に達成できた） ５　（十分に達成できた）

人3人1<目標> <実績>

達成度

A（順調に取り組んでいる）

特になし。 今後も適切に事業を実施する。

課題解決に向けた対応

 事業の実施内容と成果

事業の評価

認識した課題

101

<H28実績＞ A

【取り組みの成果（成果指標）】

受講者数

ＤＶ被害者支援に関するフォローアップのための研修会を受講した。

ＤＶ被害者支援に携わるケースワーカーに、ＤＶ被害者への二次的被
害防止及び資質向上のための意識啓発並びに知識習得を図る。

ＤＶ被害者支援に関する資質向上のための研修を受講する。

手　　　　　　　　　段　男女共同参画の視点からの事業目的

事
業
名
フォローアップのための研修の受講

【活動実績（活動指標）】

受講回数

回1回1

子育て支援課

0円

課　所
・

事業費

【実施内容】

<目標> <実績>

達成度 ５　（十分に達成できた） ５　（十分に達成できた）

人1人1<目標> <実績>

達成度

A（順調に取り組んでいる）

特になし。 今後も適切に事業を実施する。

課題解決に向けた対応

 事業の実施内容と成果

事業の評価

認識した課題

102

<H28実績＞ A
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基本目標 Ⅳ 配偶者等からの暴力の根絶

施策の方針 ７ 配偶者等からの暴力の被害者の保護・支援 【越谷市ＤＶ対策基本

取り組みの方向 （４）職務関係者の資質向上

【数値目標が設定されている場合の達成度】
（※数値目標がない場合は、その達成度とした理由
　　が備考欄に記入されています）

　５（十分に達成できた）：目標値の100%以上
　４（概ね達成できた）：目標値の80％以上100％未満
　３（達成まで今一歩）：目標値の60％以上80％未満
　２（達成は不十分）：目標値の60％未満

【取り組みの成果（成果指標）】

参加者数

研修を受講した職員から、査察指導員、ケースワーカー６人に内容を報告し、情報共有を図った。

ＤＶ被害者支援に携わるケースワーカーに、ＤＶ被害者への二次的被
害防止及び資質向上のための意識啓発並びに知識習得を図る。

フォローアップのための研修を受講した職員による、他の職員への報
告会議を実施する。

手　　　　　　　　　段　男女共同参画の視点からの事業目的

事
業
名
研修参加職員から他の職員への報告会議の実施

【活動実績（活動指標）】

報告会議の開催回数

回1回1

子育て支援課

0円

課　所
・

事業費

【実施内容】

<目標> <実績>

達成度 ５　（十分に達成できた） ５　（十分に達成できた）

人7人6<目標> <実績>

達成度

A（順調に取り組んでいる）

特になし。 今後も適切に事業を実施する。

課題解決に向けた対応

 事業の実施内容と成果

事業の評価

認識した課題

103

<H28実績＞ A

70



基本目標 Ⅳ 配偶者等からの暴力の根絶

施策の方針 ７ 配偶者等からの暴力の被害者の保護・支援 【越谷市ＤＶ対策基本

取り組みの方向 （５）関係機関との連携強化

【数値目標が設定されている場合の達成度】
（※数値目標がない場合は、その達成度とした理由
　　が備考欄に記入されています）

　５（十分に達成できた）：目標値の100%以上
　４（概ね達成できた）：目標値の80％以上100％未満
　３（達成まで今一歩）：目標値の60％以上80％未満
　２（達成は不十分）：目標値の60％未満

【取り組みの成果（成果指標）】

女性・DV相談支援センター（配偶者暴力相談支援センター）の機能、体制等の検討、被害者支援に係る課題の共有・検討などを行っ
た。

ＤＶ被害者支援のために、ＤＶ被害者支援に携わる市の職員及び関係
各課の連携強化を図る。

庁内の推進体制である男女共同参画行政推進会議のＤＶ被害者支援専
門部会において、情報交換を行う。

手　　　　　　　　　段　男女共同参画の視点からの事業目的

事
業
名
庁内の連携強化

【活動実績（活動指標）】

ＤＶ被害者支援専門部会の開催回数

回3回2

人権・男女共同参画推進課

0円

課　所
・

事業費

【実施内容】

<目標> <実績>

達成度 ５　（十分に達成できた） ４　（概ね達成できた）

DV被害者支援対応マニュアルの改定や、マイナンバー運用に係るＤＶ
被害者支援体制の検討を行うことにより、DV被害者支援に係る庁内の連
携強化を図ることができた。

<目標> <実績>

達成度

A（順調に取り組んでいる）

特になし。 今後とも適切に事業を実施する。

課題解決に向けた対応

 事業の実施内容と成果

事業の評価

認識した課題
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【取り組みの成果（成果指標）】

関係各課において、DV被害者の情報を共有する必要がある場合に、「DV被害者支援相談共通シート」を活用した。

ＤＶ被害者への二次的被害防止及びＤＶ被害者支援のために、ＤＶ被
害者支援に携わる市の職員及び関係各課の連携強化を図る。

ＤＶ被害者支援に携わる関係各課で共通様式の「ＤＶ被害者支援相談
共通シート」を活用する。

手　　　　　　　　　段　男女共同参画の視点からの事業目的

事
業
名
ＤＶ被害者支援相談共通シートの活用

【活動実績（活動指標）】

活用件数

件47件－

人権・男女共同参画推進課

0円

課　所
・

事業費

【実施内容】

<目標> <実績>

達成度 ５　（十分に達成できた）

DV被害者支援の過程で、各課との連携が必要な場合に、共通シートを
作成して情報共有を行った。（件数には相談記録の提供を含む）

５　（十分に達成できた）

共通シートを利用することで、各課との連携強化を図ることができ、DV被
害者支援に寄与することが出来た。

<目標> <実績>

達成度

A（順調に取り組んでいる）

特になし。 今後も適正に事業を実施する。

課題解決に向けた対応

 事業の実施内容と成果

事業の評価

認識した課題
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基本目標 Ⅳ 配偶者等からの暴力の根絶

施策の方針 ７ 配偶者等からの暴力の被害者の保護・支援 【越谷市ＤＶ対策基本

取り組みの方向 （５）関係機関との連携強化

【数値目標が設定されている場合の達成度】
（※数値目標がない場合は、その達成度とした理由
　　が備考欄に記入されています）

　５（十分に達成できた）：目標値の100%以上
　４（概ね達成できた）：目標値の80％以上100％未満
　３（達成まで今一歩）：目標値の60％以上80％未満
　２（達成は不十分）：目標値の60％未満

【取り組みの成果（成果指標）】

近隣市町、児童相談所、県・福祉事務所、婦人相談センター、教育事務所、警察署など、被害者支援に関わる関係機関が参加する会議
に参加し、情報、意見交換等を行った。

ＤＶ被害者支援のために、ＤＶ被害者支援に携わる関係機関との連携
強化を図る。

ＤＶ被害者支援の過程で、関係機関との連携を行うこともあるため、
庁外の関係機関との交流の場である会議に参加し、連携の強化に努め
る。

手　　　　　　　　　段　男女共同参画の視点からの事業目的

事
業
名
関係機関との連携強化

【活動実績（活動指標）】

会議参加回数

回7回2

人権・男女共同参画推進課

0円

課　所
・

事業費

【実施内容】

<目標> <実績>

達成度 ５　（十分に達成できた）

①7/3「配偶者暴力相談支援センター連絡会議」 ②8/29「東部中央福祉
事務所管内ＤＶ被害者支援実務研修会」 ③10/16「ＤＶ対策担当者情報
交換会」 ④11/30「被害者支援実務研修会」 ⑤1/22「５市１町女性相談
ネットワーク会議」 ⑥1/25「配偶者暴力支援センター会議」 ⑦2/21東南
部地域ドメスティック・バイオレンス対策連絡協議会」

４　（概ね達成できた）

ＤＶ被害者支援に関わる関係機関と情報交換等を行い、連携の強化を図
ることができた。

<目標> <実績>

達成度

A（順調に取り組んでいる）

特になし。 今後とも適切に事業を実施する。

課題解決に向けた対応

 事業の実施内容と成果

事業の評価

認識した課題
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